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株
式
会
社
に
お
け
る
監
査
権
限
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

考
察

巾
日
岡
田
に
お
け
る
取
締
役
の
い
さ
併
の
ね
点
か金

錫

華
i

土
〆
う
こ

vι
目
、

1

3
！

i

企
業
は
乳
洞
を
迫
求
す
る
も
の
ご
あ
る
が
、
そ
の
刊
ぃ
川
同
市
一
ぶ
の
ヴ
ロ
セ
ス
は
八
ム
庁
べ
に
と
透
明
性
の

な
ら
ず
、
こ
れ
は
白
川
片
元
通
に
ぷ
め
ら
れ
る
。
こ
の

y
u
セ
ス
に
お
い
と
コ
ー
ポ
レ

l
r

ガ
パ
ナ
／
ス
と
は
、
九
五
引
の
注
F

げ
が
会
正

か
り
矧
l
k
i
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
九
六
社
の
仕
組
み
を
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
均
、

J
｝
 

る

つ
合
川
市
川
ス
れ
ん
も
の
r

、
な
け
れ
ば

。

間
以
）
、
訪

中
「
国
シ
一
司
ぷ
間
同
の
株
式
会

f
に
共
通
ず
る
も
の
で
あ
る
戸
ー
〆
か
号
、
斗
同
の
院
事
会
的
主
税
同
布
告
権
限
ヰ
め
く
る
設
前
に
お
、
v
て
は
、
ぃ
J

V
八人f
 

そ
の
核
心
は
会
祉
の

ψ
一
人
工
川
口
枕
持
じ
あ
る
と
い
わ
れ

一4
一

会
悼
の
也
九
l
M
H
維
持
仏
お
い
ど
草
山
町
な
役
割
を
担
2
j
も
の
と
さ
れ
る
中
国
公
司
三
い

（
長
よ
の
引
用
に
お
い
て
は

，，今
回トJ、

レ
一
時
ず

る
）
十
円
慌
事
会
及
び
川
本
九
百
在
出

ー
の
品
川
川
公
役

が
、
収
締
役
（
会

（
粂
丈
の
吉
川
に
お
ど
よ
同
「
ん
ム

？
と
川
町
す
る
）

合
機
悶
ト
と
工
、
取
締
役
山
職
絞
執
行
に
い
叫
し
磁
査
を
行
、
っ
と

1
7制
度
は

札
条
一
用
、
・
す
汁
凶
粂
二
三

ス
ム
一
八

ノ·，~

イ元：
フ下ご

ぞ
れ
を
ヨ
本
と
川
桜
、
日
姐
法
性
駅
北
肖
と
変
出
一
性
監
γ

公
に
一
分
化
寸
る
が
、
「
オ
人
主
屈
い
一
同
y
p
f
J
J
に
認
め
ゐ
矧
川
が
強
く
、

さ
ら
に
は

独
立
校
稲
川
悦
判
例
浅
に
よ
る
世
事
会
制
士
ん
の
代
詩
あ
る
い
は
一
刈
制
茂
の
並
止
と
い
う
改
手
去
が
心
去
、
れ
る
ー
い
ま
や
及
ん
で
い
る
J

て
二
、
、

。，
,1:; 
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肌

独
立
取
締
役
制
度
に
つ
い
て
の

な
お
不
十
分
f
、
あ
る
い
も
」
刀
か
か
ら

ぃ
議
会
社
に
お
い
に
は
監
事
会
と
の

Ff止
殺
肢
と
し

一立政
iu

玖
締
役
を
設
店
司
る
し
Y

一

γつ
見
定
が
こ
び
り

η
日比干の

で
公
一
円
以
に
で
1
A
1
L
d
f
人
公
れ
る
に
雫
っ
た
〆ーへ
／，て、

よ一、

一
条
）
つ
り
払

斗＇＂

は
、
こ
の
よ
、
つ
な
監
査
、
ン
ス
テ
ム
は
必
ず

LJ監
査
♂
五
日
句
作
山
ト
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
＼
獄
事
会
の
長
続
耽
査
権
限
に
つ
い

て
は
L
J
お
再
松
一
討
の
ん
が
地
が
あ
J

る
ν

思
っ
て
い
る
し

他
方
、
J

主
挫
の
よ
う
に
コ
、
i

ポ
レ
マ
ー

1
・
方
パ
ナ
／
ス
山
三
日
前
仁
は

の
効
妥
性
的
確
保
に
か
か
わ
ゐ
内
在
も
ん
九
一
ま
れ
る
が
、

弘
J

げ怯が

の
効
率
性
問
忍
は
将
、
ユ
す
で
あ
る
民
約
伐
の
戦
訟
の
間
組
合
あ
る
そ
こ
で
、
収
締
役
の
義
務
に
コ
き
考
察
す
？

は
、
川
M
Z

刊
問
認
に
つ
い
て
ん
州

h
な
る
討
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
か
い
い
ヲ
間
磁
の
党
問
仁
一
～
な
が
る
）

さ、、

Jrv川市すん古

日
本
に

九
円
い

r

＼
は
欧
A
H
役）

の
業
務
V
H
A
H
格
限
の
あ

η
々
に

戸
」
叶
、
わ
れ
る
。

本
一
柄
て
は
、
中
川
町
監
字
会
の
業
務
駅
伝
権
以
の
あ
り
，

H
を
解
川
叫
す
る
了
と
を
↓
丁
目
的

rhh一
主
、
叱
較
幻
視
円
、
か
ら
旬
、
日
本
の

れ
ハ
山
の
義
務
と
話
人
川
仇
江
戸
訂
一
八
九
条
一
部
、
・
仁
市
一
の
規
定
を
通
用
し
な
い
会
引
の
一
－

k
H
U
2

の
業
務
括
和
権
限
に
つ
い
て
の
川
例
佐
川
げ

山

f
ム
バ
の
引
到
占
町
千
υち℃
J

れ百
L

iL 

て
中
高
の
株
式
会
引
の
F
M
A
H
剖
皮
の
改
正
門
に
む
け
て
日
木
法
か
ら
不
峻
さ
れ
る

b
の
を
探
れ
λγ

｛
い
凶
法
に
お
け
る
双
締
役
の
義
務
υ
ふ
日
査
制
度

l 

取
締
役
及
川
υ
監
事
と
会
社
と
の
悶
係

攻
締
役
・
会
じ
阿
の
悶
係
に
つ
い
て
、
…
一
説
に
お
い
て
ば
コ
れ
を
以
締
役

へん
vJ

～・
M
体？？一

（
山
花
九
百
一
附
の
関
係
と
同
税
寸
る
け
見
解

が
多
く
見
、
つ
れ

ー
か
’
、
ほ
締
役
会
は
制
労
会
一
行
つ
機
関
手
あ
り
、
株
ム
白
州
市
ザ
会
も
ん
京
社
の
一
う
の
機
問
に
過
さ
な
い
た
め
、

と
い
う
独
，
り
の
リ
工
休
を
認
め
、
会
社
川
町
廷
の
独
リ
性
を
事
認
L
た
以
卜
、
経
バ
「
内
者
が
e
R任
を
白
八
う
の
は
会
代
そ
の
も
の
に
対
】

t
r
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あ
り
、
会
川
刊
に
対
し
て
責
任
あ
る
経
官
が
れ
わ
れ
る
こ
と
C
結
果
的
に
併
有
者
1
y
L
ど
の
株
主
の
利
ぺ
川
が
図
ら
れ
る
一
、
少
に
な

た
、
株
主
総
会
は
多
数
決
布
団
～
に
某
つ
い
て
川
比
一
宮
5
1
hれ
て
い
る
た
め
、
株
、
l
説
会
と
九
百
七
を
同
一
悦
司
る
よ
ム
は
、
国
有
株
、
土
を
は
じ

め
と
す
る
大
件
、
i
m
k
吟
に
業
持
勃
一
行
止
び
監
査
が
行
わ
れ
る
し
r
い
う
中
岡
に
針
作
川
人
な
一
五
般
の
ム
当
化
に
つ
な
が
る
恐
札
が
あ
る
と
、
ν

わ
い
ぐ
る
や
得
な
し

日
拭
稀
役
延
び
転
出
ー
ル
ム

Ehr！
こ
の
悶
係
に
つ
い
て
は
、

h
託
関
係
仁
あ
る
と
す
る
見
解
が

ぺ2

J

i

ポ
レ
ト
・
ガ
バ
J
F

ン
ス
制
反

の
構
九
市
に
お
い
て
は
英
京
系
の
法
制
立
：
、
ノ
効
果
的
ゴ
あ
る
た
め
、
注
意
義
務
ζ

忠
実
為
訟
の
両
方
い
か
写
か
れ
る
信
託
の
汗
前
を
導
入
す

与事

べ
主
主
～
こ
い
、
つ
の
明
、
中
川
町

中
川
一
に
は
委
任
に
持
す
る
法
制
皮
が
な
い
え

八
百
社
と
の
均
一
係
は
ず
会
J
山
に
ー
す
る
制
度
が
適
川
用
v
A

れ
る
ζ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
n
L
介
が
っ
て
、
妥
，
日
行
為
に
辺
し
、
は
契
約
法
が
泊

一
方
、
端
的
ド
委
任
川
崎
パ
係
に
あ
る
と
す
る
に
併
も
あ
る

取
締
役
及
び
険
事
F

同ドパ~： ItにJ；十る早合J牝良心あ h カ tこっし この

用
y

ご
れ
る
が
、
委
託
促
J

札
の
当
事
者
に
は
信
義
誠
実
の
設
泌
が
球
せ
ら
れ
て
い
る

こ
こ
で
は
、
た
札
は
委
託
者

f拝と
3 し
れて
心三イ，，
義
三世
J丈
〈ン〉

主主

~~ 

の
怖
人
お
や
館
山
釈
を
一
什
い
、
以
締
役
及
び
位
干
の
椛
浪
混
用
を
初
く
こ
と
が
と
き
る
し
に

つ

忠
実
義
務
し
f

勤
泌
義
筏

忠
実
義
務
n
U
H

義

r
λ
i
rリハノサ
ρ19U4rhこ
L
口
、

ζ
？品、

J

」ム
T

ームピロ
6
ノザ

t
｝ム：ー、一

fJV

取
締
役
せ
び
経
川
町
は
忠
実
ト
ト
峨
務
を
ノ
並
行
｝
／
百
七
の
利
誌
を
捷
刊
克

ν
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ム
U
L
ド

に
お
け
る
地

μ
と
判
椛
ゃ
れ
引
用
v

二
白
J
引
け
山
を
凶
つ
て
は
な
ら
な
い

11.1 
〆マ、

メ〈ー
バ

1自

士川九冬、）
U

》－一一一、ム一

ご一オ
f
v
J人

ム」口
V
J
f

つ戸、、
J

丸一～、、ノ、

ノ
イ
ト
バ
斤

J
U
－

2F正
義
務
の
内
容
仁
一
～
ご
多
く
の

は
、
取
締
役
及
ひ
品
級
管
即
人
以
が
山
川
実
に
戦
仲
間
を
履
行
、
、

一μ
包
の
利
パ
山
や
図
っ
て
は
な
っ
す
、

日
戸
ζ

人
民
社
の
利
「
行
ト
ア
山
川
反
す
る
場
じ
に
は
一
一
J

F

H

L

会
汁

の
利
昌
会
一
犠
牲
に

L
て
自
己
主
、
は
第

丈

（臥ノ，it''?!:;5 •1 IS）〔.s・, つOC5.11, 
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肌

の
利
誌
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
と
い
う
在
日
間
μ

た
と
理
解
1

て
き

一
ん
、
ニ
の
忠
実
義
務
二
日
本
の
芹
管
注

E
義
務
L

－
t

つ
山
条
E4pum列
的
に

14め
k

も
の
ご
必
り
、
部
長
か
勺
誠
実

7
Q

一
」
と
を
山
女
求
す
る
も
の
で
£
る
と
す

斗＇＂

る
見
解
も
あ
J

取
締
役
及
び
t
川
市
花
ぴ
仁
同
級
符
川
一
人
員
は
忠
高
義
務
を
臼
一
、
っ
と

3

ー：、
P
J

j
円
」
一
吋

r、
ζ、

11司
／に

条

.tftiriσJ 

i 勺ζ
ロ
it 

＇手不コ
v、

占耐
8'1 

勤
勉
義
務
の
凶
信
市
民

（

1
）
改
止
さ
れ
ん
l

公
司
法
、
で
は
、
向
山
総
役
投
ぴ
凶
い
川
市
宇
校
ひ
に
門
間
殺
包
湾
人
以
は
公
辻
仁
川
汀
〕
仲
良
胞
義
務
会
一
ハ
浪
人

四
八
条

斤
（
一
。
札
口
川
他
山
花
rd
一い
J

い
て
は

日
山
米
か
り
他
に
も
、
H
t
z
i品川初、

た
は
謹
忙
義
務
当
の
武
川
引
で
議
論
さ
れ
て
き
た
υ

そ
の
多
く
は
、
f

小
山
づ
川
口
一
に
注

53ホ
絡
に
対
す
る
規
ρ
止
が
設
け
ら
れ
オ
い
な
い
と
い
う
問
題
引
を
叫
ん
起
し

そ
の
川
町
伎
の
立
？
入
を
唱
、
ズ
ザ
心

も
の
で
あ
っ

他
方
、
改
正
以
r
削
か
ら
け
意
義
務
に
認
す
る
川
主
人
的
規
定
は
な
く
と
も
、
！
け
意
義
務
主
た
は
持
管
注
六
日
義
務
の
刈
A
が廿

と
3
れ
る
川
明
J
止
は
存
在
L
ご
い
た
と
す
る
見
併
も
あ

以
締
役
ム
山
の
決
議
が
苅
法
な
場
合
そ
の
培
村
氏
門
只
と
あ
る
取
締
役
が
早

f
r？脂償

責
包
を
お
っ
と
さ
れ
る
規
定
ヘ
川
公
一
九
条
J

そ
の
根
拠
l

一
L
て
や
げ
ら
れ
て
い
る
c

従
来
に
お
け
る
ド
転
義
訪
の
杓
存
や
め
ぐ
る
議
論
は
、
日
本
版
」
の
さ
管
、
ハ
ト
向
い
哀
ん
ぬ
と
い
川
桧
に
菩
良
な
包
理
者
仁
ぶ
め
ら
れ
る
ム
口
哩

的
な
、
辻
怠
杓
討
を
有
す
る
も
の
l
r
M
m
す
る
け
比
尚
一
と
、
証
八
木
、
L
－
の
注
意
義
必
へ

E
3
止
の
ミ
ー
し
f

同
拾
に
校
量
、

44）
 

内
存
を
有
す
る
も
の
し
r
解
？
る
見
解
に
ヘ
バ
げ
ら
れ
る
が
、
一
向
者
に
は
取
締
役
レ
｝
会
任
問
の
関
係
に
う

μ
て
芝
山
凡
の

議
凶
出
及
び
到
泊
の

が
存
す
る
の
み

で
あ
川
、
会
い

ιに
い
生
す
る
み
九
九
松
の
内
申
告
に
つ
い
て
は
は
は
志
見
の
一
致
令
み
て
い
ゐ
し
Y

一
ド
っ
て
よ
い
で
あ
？
つ
の
ま
た
、

注
意
義
務
川
店

反
の
右
～
叫
に
J

い
て
の
判
断
基
刊
は
一
般
的
鳥
山
均
的
に
求
め
ら
れ
る
、
山
江
主
在
反

百
細
川
的
な
辻
、
叩
）
こ
ち
れ
る

判
別「
ず
.~ 

1' 

す

ゐ
凡
もそ
1J; (i) 

殺

的

月
皮
を
同
也
、
ぇ
ゐ
能
力
を
抗
す
る
乏
に
対
し
て
は

戸
川
間
的
な
休
明
法

層
厳
ー
い

山町川
b

義
務
こ
は

い
わ
ゆ
る
、
吐
主
義
務
ま
た
は
吾
也
、
吐
主
ヤ
バ
…
で
あ
り
、
山
川
給
役
及
び
叫
民
事
止
ぴ
に
向
。
帆
包
法
人
員
が
執
務
を
い
れ
〉
ぺ

!){ j、d;''/'):,6 i，つ '16)9ii8 :::ocG. 11 



じ
際
し
、
会
仕
の
円
収
主
口
の
利
益
の
た
め
に
、
と
良

1
f
r
は
諜
ト
勺
な
管
埋
討
に
ぷ
予
り
れ
み
ん
υ坤
的
な
、
h
h
昔
日
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
己
円

の
制
度
で
主
布
L

解
さ
れ

J
q
2
I
わ
ら
、
従
半
恥
か
ら
の
、
日
意
義
務
ま
た
は
古
管
ホ
烹
表
持
レ
一
同
体
の
内
討
を
有
す
る
も
の
で
ま
る
L

さ
札
て
い

）
批
勉
義
務
が
誌
初
に

7
C
現
れ
た
の
は

九
九
日
司
に
訂
y
か
叫
ん
戸
’
R
即
交
員
ム
バ
v

凹
家
経
治
体
制
改
革
委
一
以
訟
に
よ

り
制
｛
疋
さ
れ
た
毎
外

l
坊
を

E
析
す
た
と
の
p
t款
に
」
問
え
る
べ
え
条
項
」
石
囚
4
r
p、は

1

刊
境
外
上
z
川
公
司
章
起
必
備
条
款
）

4
条
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

そ
F

）
で
は
「
以
約
役
及
び
古
川
河
川
九
管
述
人
只
は
ふ
い
珂
的
か
一
ツ
諮
問
な
人
に
じ
小
め
ら
れ
る
校
乏
を
も
》
て
お

与事

勉
に
執
務
を
遂
行

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L

レ
山
川
｛
心
さ
れ
て
い
た
〉
F

）
れ
は
注
意
義
務
の
内
科
を
布
す
る
間
判
定
で
あ
る
1

こ
い
わ
れ

九
九
？
ru
↑
寸
に
一
副

LdE官
官
辺
委
日
会
に
よ

η
引
定
村
一
れ
ん
J

一
li
功
会
社
の
定
款
に
認
す
る
寺
引
t

へ中
E
請
で
は

上
市
／＇も

' 」ふ
／ゴ

同ドパ~： ItにJ；十る早合J牝良心あ h カ tこっし この

可
ず
程
桁
川
引
」

八
一
条
で
は
、
取
締
役
は
詩
怯

ド4

日 l
川

ん
可
，
勉
に
権
限
を
行
使
し
な
け
れ
ば
な
お

J
な
い
と
｛
況
め
に
れ

k

い
る
が
、

の
規
定
は
れ
意
義
務
と
口
刊
紙
的
機
能
ー
を
有
す
る
も
の
、
あ
る
い
L

い
わ
れ

一
一
（
〉
へ
し

P

可
に
訂
正
μ
分
科
川
村
田
管
坪
4
7久
M

戸
（
ム
山
と
出
京

さ
hh
に、

経
的
貿
易
委
仁
門
会
に
よ
り
制
｛
疋
J

べ
れ
た

｛
一
巾
沼
治

C
は

一
一
場
会
社
統
治
に
荒
い
す
る
格
別

十以
VAA治
則
治
則

条
ご
は

取
締
役
は
会
仕
及
ぴ
株
干
の
最
大
引
訴
の
と
め
～
忠
実
、

二
ず
〉
〉
一
し
ー
：
4

3

号、、

と
可
U
H
1
マ、

L
Z
均

勤
勉
仁
か
っ
誠
宍
信
義
ぃ
ー
し
た
が
っ
て
職
責
を
送
’
打
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

qr
一

二
こ
に
お
け
る
劫
泌
義
務
も
注
目
山
花
浅
い
一
阿
川
仰
の
意
阪
を
有
ノ
ヌ
る
ら
の
で
め
る
と
い
小
わ
れ
る

こ
μ
ふ
り
の
お
別
規
定
に
比
す
べ
て
い
わ

m

た
ム
丈
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

最
終
的
に
は
勤
数
義
務
、
と
い
う

表
岐
に
落
ち

iFvて
お
り
、
耕
民
、
改
fr
公
〕
刊
行

遍
的
に
存
－
れ
す
る
も
の
と
／
丸
、
抗
日
計
か
ら
議
論
3
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
正
一
主
ウ
校
五
管
、
正
意
義
務
一

に
導
入
、
れ
た
勤
勉
表
務
山
辺
｛
止
は

へ
ノ、
! 

－ 川
ヘ
粂
一
項
＼
品
川
外
凶
に
合

の
内
科
会
一
治
す
る
も
の
で
あ

マ

huc
い
る
えμ山

中
zi
人
義
務
及
ひ
勘
九
別
義
務
V

一汁べ
υ道
一
i
義
務

（臥ノ，it・IJ:;0 '1 1n〔109 つOC5.11, 



一三

肌

忠
実
務
執
仰
と
勤
勉
義
仲
m
h
U
九
百
社
に
対
L

一
ヲ
る
義
内
初
ご
あ
る
と
切
符

γ
｛
止
め
ら
れ
だ
二
と
は
、
特
定
の
大
林
干
の
異
質
的
な
地
役
を
否
定

7
1
さ
ら
に
は
中
小
川
怖
十
丁
の
仮
設
に
つ
れ
い
カ
る
十
人
き

っ
て
い
る
と
い
ズ
ゐ
。
前
山
川
？
ご
～
通
η
学
説
に
お
レ
て
は
、
山
川
賞
車
九

斗＇＂

話
叩
川
出
勤
地
義
務
レ
し
け
よ
な
る
義
務
を
定
め
た
別
個
的
規
定
予
あ
る
し
r
い
う
こ
？
と
じ
は
は
一
回
一
れ
を
み
て
い
る
と
U
2え

以
締
役
及
び
高
殺
管
川
町
人
一
以
の
U
d
t義
務
及
び
散
処
義
務
／
一
法
人
市
尚
昆
ペ
リ
義
務
の
関
係
に
一
勺
い
て
は
、

か
ら
導
か
れ
る

r
ず
る
意
見
L
一
役
者
か
ら
一
一
か
れ
る
こ

」まれ～、

法
令
違
一
J
義
務
が
前
者

の
対
立
か
一
品
ら
れ
る

忠
実
亙
叫
ん
坊
を
勤
州
U
4
丸
山
竹
山
知
と
は
リ
共
な
る

rH
，

（
第
一
一
言
）

の
利
益
が
刈
ー

ν
す
る
ぬ
ム
ケ
γ
想
定
す
る
別
的
一
の
義
務
v

併
す
る
限
リ
、
忠
実
義
務
の
法
攻
が
泊
用

ιれ
る
山
内
引
は

極
め
亡
限
ら
れ
る
た
め
、
前
者
は
ほ
る
べ
え
引
は
な
い
と
匂
わ
れ
る
υ

な
五
、
勤
勉
義
務
に
持
す
る
規
定
が
公

l
t仏
に
H
T
J
A
Z
れ
る
以
前
か
ら
、
、
け
魚
義
務
主
じ
は
の
有
世
を

yi附
す
る
附
に
は
い
わ
ゆ
る
ん
行

片
付
判
寸
断
的
別
♂
出

2
υ
2
z
p身
言
。
E
F
F）

会
一
刷
用
L
q
べ
き
で
あ
る
と
い
う

ι併
が
河
の
仙
台
一
子
誌
に
お
い
て
哨
え
ら
れ
仁

【？
、~

孝生
務
'1) 

干lj
s桁

~ 
当＇
レ

て＂＇ " 

の
到
山
m
l
L
て
、
一
山
犯
意
義
務
の
内
科
を
共
体
化
す
る
た

②
取
締
役
良
汗
の
軽
減
乃
h
f

｛小
U
妹、ア
f

代
九
訴
訟
に
お
け
p

心
取
締
役
の
保
誌
策
と

l 

川
中
叫
が
挙
げ
ら
れ
と
い
る
c

こ
の
山
付
、
バ
川
川
訟
原
則
に
つ
い
て
凶
、
討
す
る
こ
と
は

れ
た
勤
勉
義
務
の
竹
一
作
を
具
体
化
ま
た
は
明
侍
化
す
る
に
あ
た
っ
て
宝
珠
な
、
日
誌
を
有
す
る
二
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

内

,} 

社
事
会
の
吐
血
査
体
作
限

常
事
会
は
取
締
役
長
び
同
級
管
忠
人
口
の
職
務
執
行
に

F
J
J監
告
か
行
、
っ

市
八
条
項
万
凶
条
二
パ
ワ
コ
た
ど
、
常
事
会

の
業
務
栄
公
権
限
に
つ
い
て
は
、
ん
従
来
か
ら
議
論
が
為
っ
た

第

J

恥
は

の
株
式
ハ
一
は
池
法
性
民
告
に
限
ら
れ
ゐ
と
解
す
る
、
機
関
惟
阪
の
配
分
か
ら
庶
市
」
ム
μ
は
長
持
円
の
長
4
1
一
仕
打
断
に
介

入
す
一
へ
え
ご
は
ん
市
ゾ
〆
一
＼
っ
こ
こ
を
卸
凶
仁
、
選
法
性
佼
査
に
限
定
さ
れ
る
と
い

戸
川

4
去

ー；
l
f
J

は
佐
山
中
川
人
口
は
攻
締
役
ム
五
反
V

経
4
ぺ
の
絞
務
的
日
附
山
ノ
し
を
監
六
せ
す
る
も
の
y

さ
れ
て
い
た
が

の
旧
公
J

川
法
第

二
六
条
一
政

口
ち
で
は
、
民
事
会
は
山
札
結
役
改

!){ j、d;''/'):,6 lつ'IG)日行u:::ocG, 11 



び
内
山
川
底
的
法
待
及
び
い
い
規
花
び
に
｛
哀
肌
に
J

謀
反
す
る
わ
為
に
J

刈
し
転
売
す
る
と
改
め
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
日
皿
公
の
範
問
ハ
ケ
ハ
悩
司
法
竹
に
限

｛疋
X
1れ
る
L
ぜ

7

か
？
二
崎
市
一
後
の
公
司
法
は
丙
び
職
務
執
行
に
い
町
、
必
且
官
す
る
と
改
め
ら
れ
て
い
7

拍
子
め
、
手
一
の
よ
つ
な
解
釈

は
も
は
守
J

洲
口
で
え
な
く
な
る
ポ
あ
ろ
う

と第

,, i兄
l土

法
庁、

l的

は

ま
↑宇
E手
メダ守

'O 

*'-
rJ 

が

出
阿
川
防
当
じ
不
山
1
7ハ
岱
事
前
、
に
つ
い
て
は
例
外
的
に
妥
引
性
除
手
一
を
認
め
る
べ
き

第
一
一
説
は
、

監
主
会
の
権
限
に
は
適
正
、
性
に
限
る
と
す
る
規
定
が
な
し
か
め
、

監
事
会
の
区
A
刊
に
は
巾
扶
4

に
妥
当
性
『
査
が
ノ
日
ま
れ

与事

ま
た
、
公
社
終
判
は
慢
縦
性
会
一
川
崎
l

〕
と
お
り
、
進
法
か
γ
ハ
巾
か
〆
一
い
一
っ
た
区
別
は
悶
繁
一
い
な
っ
て
い
る
p
t
め、

トド

行
L
9
べ

cに
対
し
て
は

iWな
し
仁
聞
い
引
A
H
を
ノ
仁
わ
な
打
れ
ば
な
ら
な
い
に
す
る
意
n
F
ゃ、

業
務
は

る
と
揮
す

1

j

 

…
γ

伺
つ
よ
い
3

、

院
事
会
チ
被
支
配
株
主
初
任
の
門
げ
山
氏
阿
川
河
と
杭

も
じ
ろ
経
宮
の
止
当
作
何
叫
ん
H
を
、
土
な
以
務
句
評
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
日
え
も
あ
る
n

同ドパ~： ItにJ；十る早合J牝良心あ h カ tこっし この

第
四
説
は
、
主
叶
性
忌
査
に
つ
一
い
て
は
独

υ
恥
締
役
が
分
担
し
、

送
法
改
正
m
合
に
つ
い
て
は
恥
宇
会
均
分
担
す
べ
き
ど

二つ
C

r
寸
に
－
止
μ分
位
向
門
的
F
！
却
孔
ム
ハ
回
れ
た
に
よ
り

さ
れ
た
て
場
会
社
に
お
け
る
仙
下
取
締
役
の
設
置
仁
買
す
る
指
立
治
岡
山
」
へ
中

「
問
了
京
一
市
公
J
V
4
巾
法
！
リ
独

υ一
主
事
制
度
的
托
週
一
意
見
〕

商
品；j
I込

桐
柿
フむ

に

え

ノ。
〉を
い札：
う＇11j処

歌
右
九
六
は
治
法
性
歌
青
に
逃
し
て
い
る
が
、
独

国
主
一
三
同

ぃ
リ
取
締
役
は
妥
当
性
滋
査
に
迭
し
て
お
口
、

ま
た
、
紘
一
字
会
は
、
と

L
て
治
活
性
読
ん
H
を
／
わ
い
、

勺
r主
コ
が
い
tm告
は
い
仙
助
的
に
ヤ
つ
も
の
と
ヤ
J

人
J

ご
つ
よ
へ
取
締
役
の
利
投
相
反
転
E
J註
コ
ヰ
六
む
業
松
執
行
的
公
？
が
仁
と
科
学
い
紅
い
に
つ
い
て
は

J
 

m立
取
締
役
の
判
断
に
籾
待
す
ベ
ュ
二
に
ふ
る
？
と
オ
る
意
見
も
あ
ふ
ハ

／、

J話

-1 

民
事
会
の
業
以
川
区
三
凶
権
限
に
つ
い
て

一
引
禁
制
は
両
工
法
性
監
十
品
川
こ
妥
当
附
F
百
八
日
に
分
山
一
4

す
ゐ
的
向
に
み
る
が

ιょ
σj 
十

れ
に
は
以

F
め
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
υ

改
正
以
前
の
公
司
法
に
は
い
÷
代
表
訴
訟
制
反
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
取
締
役
投
ぴ

（臥ノ，it・IJ:;0 ・1 1g）〔，51 つOC5
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肌

す
一
同
級
符
埋
人
口
佐
ぴ
に
監
市
下
の
会
社
に
対
す
る
支
に
い
均
一
向
わ
れ
る
7
1
y
が－
U
と
主
と
な
か
コ
た

こ
の
よ
、
つ
な
」
広
汁
事
情
を
化
月
景
に

獄
事
去
の
権
限
に
つ
い
て
は
獄
中
の
義
務
改
び
責
任
と
切
り
縫
午
、
議
論
弐
れ
る
よ
l
／
一
が
多
く
、
結
束
的
に
心
伝
ド
常
査
と
妥
当
性
監

斗＇＂

査
の
一
一
分
化
的
誠
論
が
実
務
y

h

l

J

え
る
影
響
は
は
？
と
ん
ど
な
か
っ
人
～
L

V

っ
て
よ
、
二
J

ろ
う
っ
と
こ
ろ
が
、

））

c
i
r
の
公
一
行
一
氏
の

主
一
ょ
に
よ
り
、

以
締
役
及
び
高
品
川
管
坦
人
一
以
に
勤
例
義
務
が
説
γ
一
ら
れ
た
た
め
、

ら
vけ
れ

同
r
L
唱
会
的

rヲ

た

ま
ん
J

、
株
、
ニ
代
一
一
一
市
訟
制
γ

ほ
が
非
人
さ
れ
人
／
た
め

一
八
ム
一
行

、
民
間
汁
合
頁
h
げ
や
明
縫
に

F
る
や
［
山
味
に
お

v
て
も
、

rM事
会

の
業
務
監
可
ん
え
也
限
の
あ
り
方
の
け
十
’
d
な
解
明
日
J

期
待
さ
れ
る
て
あ
ろ
う
J

J

た
が
っ
て
、

E
本
の
品
川
人
品
川
伐
の
ド
務
官
査
権
限
を
め
ぐ
る

学
託
、
汀
例
的
政
川
υ
間以ひ
i
人
rd
の
し
み
肢
が
歩
兵
J

に
他
す
る
こ
思
わ
れ
心
J

ロ
人
7

法
に
お
け
ゐ
取
締
役
の
義
務
と
阪
大
長
引
受

l 

1
1
E
〉
一
ミ
？

可
判
刊
行
J
V
4
4
引科
μ

取
締
役
は
会
社
に
汁

L
白川人
r恥
】
一
税
約
義
務
を
負
担
l
、
そ
れ
ら
は
大
き
く
f
書
記
に
か
巳
設

Mm

山
古
定
義
務
一
ム
λ

一と
i
支
さ
↑
分
け
ら
れ
る
が
、

な
い
と
司
る
多
数
説
以
札
口
判
例
と
、

一
一
行
条
、
民
法
六
五
叫
条
〉

こ
の
一
つ
の
義
務
に
つ
い
〈
山
、
役
者
は
＼
判
長
を
教
わ
し
相
何
時
仁
し
ん
も
の
に
三
ぷ

忠
小
ょ
ん
暗
号
必
は
取
締
役
が
「
の
地
片
刊
を
利
用
し
て
2

ト
し
ま
七
は
第
一
者
的
利
益
を
図
り
、
ム
ム
川
刊
の
利

益
を
（
ギ
パ

υ

て
は
な
ら
な

ρ
己
刊
の
制
肢
で
あ
る
レ
す

的
対
立
J
V
£
る
q

取
締
役
の
ぎ
管
法
立
点
務
ず
か
、
v

J

忠
実
義
務
的
違
反
の

j
T
W
二

J
J
5
4
r
：T
示、

耳
今
l

：ー：
1
0
中
十
ド

i
仁

い
わ
出
る
huvリ
d
v
l

川
円
以
問
医
則
一
回
5
5
E
M
］
邑
吉
凶
作
E
F
L
Z
が
、
也
市
さ
れ
る
こ
L
v
J
多
い
が
、
米
国
mu

裁
判
所
は

ω攻
締
役
・
ム
山

f
阿
に
利
吉
川
河
立
が
な
、
ど
し
及
ぴ
以
締
役
の
g
i
u
川
レ
決
定
辺
丸
」
に
不
ム
門
担
が
な
い
こ
と
の
み
を

存
在
凶
サ
ス

fe判
断
内
心
円
引
の
告
別
叶
刊
に
は
ム
切
時
み
込
ま
な
い
も
の
一
ヤ
あ
る
が
、

一作一

判
断
門
存
の
ふ
口
述
性
に
つ
い
て
も
審
公
を
す
る
向
山
に
あ
町
、

同
原
則
は
、

ヨ4( 
0) 

判
f到
l土

~；！ 

'''"' i支
0) 

判

断
れふ
を室
批を
n ，忍
すめ
るつ
心 J

q写おも

学
一
品
に
主
い
℃
は
、

一
－
れ
に
賛
点
す

!){ j、d;''/'):16 lつ山0)日行ワ :::ocG' 11 
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が
あ
る
。

仙
北
川
円
宮
内
市
中
川
悦
的
な
判
制
の
当
併
に
う
し
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
？
二
、
も
、
九
百
七
の
健
全
行
維
持
の
校
内
、
か
ら
す
る
と
、
ま
ず

は
こ
の
よ
う
な
紛
争
か
起
こ
ら
な
γ

ょ
う
仁
す
る
の
オ
耽
査
役
の
予
防
除
去
に
湖
付
文
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
U

書
管
注
計
一
義
務
な
い
d

pu 

ゴ
ト
ム
ー
に
心
け
る
判
例
の
夜
間
十
苅
H
W
囚
の

v法
及
ひ
そ
め
判
例
の
州
完
斗
J

に
よ
り
ぷ
の
内
将
が
徐
々
に
明
峨

γ ＇＂ 
,_ ，，、
？、
ゆノ、

りパι義
、 1ヲ古
'>A ぜ－

1昔つ
役い
にで
l土 l土
口

じ、

1チt

dコ
フ
u 
-" 」
へ

お

' 

〆
、
情
れ
ほ
を
絞
め
、
↓
人
八
J

山押
m
p
u
k
のし
u
h
ι
み
す
る
京
に
、

に
検
討
す
？
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
え
鮮
が
段
関
さ
れ
て
い
る
」

し
ん
J

が
一
っ
て
、

取
締
役
の
職
務
Mmprい
に
対
し
区
査
を
仁
入
臣
「
託

与事

仙
は
が
F

）
の
て
つ
な
認
識
を
日
ハ
ホ
引
で
き
る

y
T一
こ
1

こ
は
、
同
川
当
仙
ほ
の
業
務
監
品
工
権
限
の
あ
り
方
の
再
考
改
ひ
新
た
な
官
交
活
動
の
畏
間

に
存
一
す
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
？
っ
か
u

同ドパ~： ItにJ；十る早合J牝良心あ h カ tこっし この

" h 

黒木
1
役
の
肢
十
公
立
r
叶
以

従
米
か
ら
、
1

民主
H
机
は
の
業
務
佐
川
任
権
畑
山
を
め
く
っ
て
は

三
↓
二
＼

一
t

J

F
／

粂
一

fp、
々
夕
刊
杭
な
て
一
両
弘
前
日
日
J
M
杭
配
さ
れ
と
き
た
c

こ
こ
で
は
、

一
一
塁
一
仇
の
動
均
千
υ
毛
J

祭

L
、
そ
の
品
検
討
を
試
み
る
c

長
当
性
・
泣
い
い
性
を
め
ぐ
る
ん
却
争

第
説
は
、
冶
「
江
川
口
監
査
に
限
ら
れ
る
l

一池山す

トュ一ん

A
Jが
業
務
ム
イ
吠
行
の
ぺ
正
当
性
ド

7
3適
切
な
判
対
を
な
1
う
る
か
が
疑
刊
で

ぞ
れ
が
行
き
過
ぎ
る
と
取
締
役
会
の
経
宮
い
に
対
す
る
判
断
店
内
体
を
不
当
に
拘
束
す
る
恐
れ
が
あ
る
ほ
か
、
取
締

役
の
し
ヱ
〕
／
、
不
中
ー
な
服
務
執
行
片
手
ゐ
官
、
仕
意
義
務
達
反
な
い
忠
実
義
務
造
反
し
r

J

1恒
同
性
怯
ん
い
の
枠
に
制
ま
る
と
い
会
一
い
わ

あ
る
の
み
な
ら
「
、

第
一
説
は
、
叫
が
み
て
も
小
半
↓
一
y

一
認
め
ら
れ
d

心
よ
う
な
芯
γ
〆
ノ
＼
小
当
な
〕
一
を
指
掬
す
る
限
度
で
は
、
妥
v

性
肝
至
も
合
ま
れ
る
ど

解
す
る
、
2

品

説
、
こ
の
途

v
は
、
ー
こ
ぶ
L

法
へ
い
造
反
こ
は
い
え
な
い
著
し
え
小
は
「
な
場
ι口
が
あ
り
つ
る
こ
前
町
寸
る
〆
一
こ
ム
ソ
に
点
、
｛
リ
れ

（臥）＜it''?!:;5 '1 81）〔必つOC5,11, 
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肌

第
一
J

誌
は

一
小
心
の

経
営
政
策
的
ま
た
二
能
」
J
i
増
滋
を
は
的
ー
す
る
相
称
的
な
妥
勺
け
七
世
一
査
は
取
締
役
会
に
仔
さ
れ
て
い
る
が

占
下
忠
、
か
が
当
か
否
か
？
と
い
う
湾
問
問
的
か
つ
お
止
的
公
一
一
女
V
I
牲
の
昨
査
は
、
給
公
役
の
職
務
に
馬

F
る
し
に
熔
11

仁
川
査
権
限
が
、
治

γfrぃ

斗＇＂

の
範
囲
に
阪
ら
れ
る
tr
す
る
山
町
人
え
の
滋
定
詰
な

ρ
？
と
パ
戸
、
つ
の
が
そ
の
川
発
点
下
為
る
と
U
え
る
｝

般
に
」
王
、
及
ぶ
と
併
す
る
c

主
務
同
rr
舎
は
会
し
が
l

八
十
体
の
利
校
ひ
い
と
は
株
ム
の
利
以
保
誌
の
開
削
点
か
ら
、
所

杭
時
四
一
説
は

い
よ
る
が
，
H
の
コ
ン
ト
ヶ
ー
ル
機
能
を
い
伯
J
4
す
る
も
の
こ
1

〆
三
宮
創
的
か
つ
一
第
一
五
的
立
場
か
ら
行
わ
れ
、

山
川

口
川
八
司
桧
限
じ
ん
同
斗
よ
れ
る
こ
い
う
υ

妥
当
性
軟
式
ハ
一
が
－
然
に

第
ー
パ
説
は

rh
一

恥
約
仙
伐
の
義
務
に
悶
す
心
胤
｛
む
を
煤
介
一
い
す
れ
ば
、
泊
法
M
U
怯而ヘ
4

に〔
VHr
性
巴
交
わ
阿
存
が
／
円
ま
れ
る
1

こ
解
す
る
υ

山川

約
一
役
の
日
出
川
村
、
正
意
義
務

の
円
程
反
町
有
相
川
に
つ
い
て
V
H
4
Y
す
る
限

民
法
ハ
同
内
最
〉

及
び
打
、
宇
、
義
務

～
ム
以
て
J
4
1ペ
ア
ふ

J長

ヅ
、
既
点
判
権
限
に
r
h

可
澄
川
川
に
一
正
当
性
駅
伝
が
九
己
主
れ
る
吟
？
と
に
な
る
と
い
う
ハ

健
全
注
総
持
の
祝
山
d

か
ら
の
守
考

「

l
J
取
締
役
は
職
務
執
行
に
隠
し
ノ
古
昔
、
正
広
我
山
拐
を
負
つ
と
め

｛
ム
百
一
一
一
（
〉
久
本

作い…
T

ハ
川
一
刀
条
）
、

巾」伏山いい、

f
h
査
役
は
取
締
役
の

当
f

山
義
務
違
反
の
打
川
に
つ
い
て
溢
堂
「
る
こ
と
に
な
る

（ムトム一八

条
一
反
）
り
川
述
の
よ
う
に
取
締
役
的
言
包
、
ド
な
義
筏
な
い

L

正
パ
ム
義
務
の
約
九
符
が
H
ハ
体
化
さ
れ
た
こ
1
y

刀
ら

千〕子、♂
l

、いは、

取
締
役
の
俗
営
判
対
主
た
は
吉
位
決
定
に
お
け
る
当
該
表
務
迫
反
の
白

相
就
に
つ
い
て
、
政
査
役
は
王
に
終
川
市
町
い
判
断
以
引
が
充
た
さ
れ
て
こ
ゐ
か
と
う
か
を
ふ
ノ
よ
ッ
ク
す
る
一
と
に
な

取
締
役
の
業
務
執
行
の
当
不
当
が
一
定
限
度
ヰ
超
え
る
と
芦
営
、
止
立
義
務
選
反
と

f

h

没
怯
に
な
ゐ
た
的
、
監
査
役
は
取
締
役
の
業

治
決
行
に
不
当
な
ム
ハ
’
が
な
い
か
丙
か
を
町
三
一
け
の
出
発
土
門
に
せ
ざ
る
を
符
な

つ
ま
向
付
務
慨
川
、
心
の
有
川
は

の
状
沈
や
が
法

j士
)Jc 

さ
ら
に
は
引
説
業
務
執
行
の
け
臣
、
体
的
門
谷
川
斗
一
ー
の
が
ま
だ
ま
な
史
同
を
吟
合
的
に
猷
系
｝
」
て
判
断
さ
れ
、
池
法
か
造
法
か
川
町
確
に

峻
山
川
寸
る
茶
品
川
勺
は
な
く
、
そ
れ
は
す
久
山
ゴ
性
の
判
断
ー
こ
重
な
り
合
い
、
粁
務
抑
止
怠
の
チ
一
ノ
勺
は
妥
当
性
除
査
に
明
r
日
以
な
関
係
に
あ
る
と

!){ j、d;''/'):,6 i，つ問19日 :::ocG' 11 



i、
℃ 

一O
C出
？
に
改
正
さ
れ
た
山
本
溢
査
役
杭
A
H
I
E－

手一いコ

r
k

、J、

j
t

ぉ
ィ
し
一
一
、

取
締
役
会
渋
議

新
監
育
基

T
一－Y
一
略
す
る
）

l'.l 

そ
の
他
に
お
い
て
行
わ
れ
る
取
締
役
の
主
思
決
d

記
に
お
け
る
斧
営
、
止
立
義
務
な
い

υ
忠
実
走
路
町
三
の
伝
的
義
務
♂

つ
d

f

、

7
H
宵
判
断
応
則
を
充
k
v
J｛、
v
る
か
否
か
で
判
断
？
る
こ
と
が
ぶ
め
ら
抗
r

仁
川
る

（
新
獄
中
立
基
準

jllj 

条

tr'. 

ぉ
ν
て
J
Z
J

、
～
札
壮
か
ら
の
適
法
性
妥
当
性
幹
大
門
の
へ
嗣
与
の
点
符
か
っ
解
政
さ
れ
る
こ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
い
わ

手
古
川
性
幹
至
と
過
法
川
は
長
会
は
、
長
円
切
か
ら
分
か
？
二
い
る
問
也
で
は
な
ノ
＼

本
恥
の
叫
庄
司
売
は
マ
さ
な
い
ん
J

め
で
あ

に山
m
h
み
礼
一
ま
な
い
と

' -

与事

情
報
の
川
札
業
の
段
階
F
は
凶
作
性
心
問
忍

c妥
当
性
の
間
訟
を
い
分
す
る
こ
と
は
ズ
刊
誌
「

あ
り
、
だ
務
ト
欧
査
役
が
行
、
つ
通
p

吊
の
品
川
河

J

ど
は
妥
r

性
の
町
査
が
主
流
y

一
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

さ
ら
に
ま
当
判
会
欠

く
業
給
執
行
ノ
t
A
h
J積
み
重
な
っ
i

＼
恥
終
的
に
は
違
法
な
菜
市
町
執
行
vr一企
F
Q
山
場
合
が
め
心

F
Q
n
M
V
H
査
伐
の
職
務
の
泉
本

同ドパ~： ItにJ；十る早合J牝良心あ h カ tこっし この

は
、
あ
く
ま
一
二
も
取
締
役
の

｝対
L
q

あ

η
、
適
法
性
か
妥
当
作
か
の
間
設
は
、
そ
の
観
察
結
果
引
ぽ
背
匹
以

市
品
川
和
川
U
）

報
E4143功一

の
対
象
と
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
述
い
一

九
一

だ
け
か
ら
訂
以
察
1
一
〈
い
た
と
す
る
と
、
重
大
な
見
砕
い
～
ー
と
！
の
危
険
が
あ
る
ー

同
抗
心
唱
に
お
け
る

p
d
L
ヴ門、川山
u
J仏
か
と
っ
か
と
い

1可

査,_ 
c 

1宅
fl'. 
←3 
才し
'•' 

" る
；止
~ 
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L
ー
と
い
か
つ
て
、

お
は
り
不
正
企
h
じ
っ
ギ
ぃ
刊
十
ー
を
川
止
す
る
し
に

'( 

"'' 

い
う
慌
T
斗
か
、
旬
、
大
半
の
監
査
な
が
一
正
当
性
の
時
一
時
岐
に
踏
み
込
λ
ト
一
杭
夜
を
／
わ
っ
て
レ
る
の

弘
字
、
の
場
合
、
取
締
灯
、

州
四
も
そ
の
こ
と
に
つ
し
て
ほ
と
ん
ど
抵
抗
カ
な
い
ー
と
い
わ
れ

3
）
斗
市
川
れ
引
の
よ
う
に

コ
i
ボ
レ

i
ト
ガ
バ
一
ノ
／
ス
山
核
心
は
、
企
業
円
建
全
市
仁
維
持
に
あ

昨
い
川
査
役
は
根
締
役
会
に
よ
る
拘
束
読
執
行

mvv宮
中
I
性
絞
査
の
箭
一
同
＼
の
介
入
を
深
め
ぢ
ゐ
を
え
i
q
、
続
七
役
監
貨
が
妥
当
壮
い
獄
七
l
ト
及
川
向

な
い
と
す
る
見
解
か
1
r

ゐ

υ
場
も
、
そ
の
介
入
傾
向
が
計
三
六
上
強
ま
る
ヲ
ユ
一
争
認
め
た
一

v
わ
け
い
は
い
か
な
い
市
、
1

か

近
時
に
お

い
て
は
、
妥
当
川
は
の
院
存
一
ま
で
及
ぶ
こ

T
る
説
が
主
力
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ

臣
告
一
役
が
監
十
品
川
刊
行
告
す

tr沖
志
的
に
勧
告
7

か
つ
予
防
的
に
草
川
見
を
述
べ
て
も
れ
り
憐
わ
な
い
わ
け
で

ま
た
監
査
役
が
安
当
性
の
問
題
ー
い
も
取
り
－
f…
み
、
収
利
役
会
ー
ド
嬉
川
崎
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肌

す
る
こ
と
な
く
意
見
が
い
え
る
こ
シ
に
よ
っ
て
、
結
果
、
と
し
て
不
祥
事
を
未
然
に
防
け
す
る
た
め
の
予
防
監
公
カ
実
玩
ラ
一
j

る
二
1
y

に
な

コ
ト
玄

h
、
取
締
役
口
町
内
外
に
お
け
る
桜
山
村
判
制
ま
た
は
主
思
決
定
！
一
お
い
て
、
手
絞
き
令
ノ
同
i

弘
子
7
h
v

義
務
を
取
締
役
が
門
了
、

斗＇＂

取
締
役
に
［
絞
き
を
徹
底
3
せ
る
義
務
を
除
去
役
が
臼
（
う
こ
と
に
な
る
が
、

？
」
に
お
、
二
、
は
、
伝
統
的
な
玄
勺
件
取
査
と
渡
法
性
監

？
と
の
境
界
が
消
失
寸
r

る
こ
い
わ
れ

新
監
事
長
刊
に
お
い
て
も
、
長
存
一
役
に
必
要
J

めり！／与一
ω
め
た
こ
き
に
は
一
攻
締
役
に
討
、
助
一
μ
も

ー
）
く
は
勧
告
を

め
の
お
司
、
丸
一
を
「
行
－
p

－
〕
と
か
ぶ
め
ら
れ
一
、
い
る

新
長
。
げ
一
ハ
立
川
河

同
条

山川ハ）
U

以
し
し
か
ら
寸
ブ
ゐ
と

主
た
は

町
述
の
第

「
J
出
J
h
J

河
川
く

分
化
」
の
段
査
前
は
現
主
性
に
欠
け
て
お
り
、
前
件
力
会
欠
／
＼
k

思
わ
れ
る
。

3 

川
M
Z

刊
阿
世
司
会
と
妥
山
性
戸
川
一
九
九
は
バ

制
%
引
き
る
か

経
済
の
ぼ
。
径
が
長
山
同
化
す
る
な
か
て
、
従
来

氏
凱
山
門
ー
と
し
ー
と
互
主
チ
川
良
か
れ
と
い
な
か
っ
え
効
古
代
を
で
リ
効
果
的
に
索
現
す
る

一
目
前
一

倍
、
パ
が
効
子
治
に
な
さ
れ
て
い
る
か
と
、
？
か
の
冴
断
は
、
で
久
J
W
」
刊
除
去

む
組
み
ム
γ
一考、

3hv必
安
に
泊
ら
九
て
き
ご
い
る
と
い
わ
れ

に
い
ね
す
る
も
の
レ
ど
さ

多
〈
の
ぬ
ム
円
、

門
且
在
仇
江
町
川
査
に
お
い
て
は
ち
（
叶
I
性
監
九
H
と
幼
半
生
抗
告
が
は
ほ
向
次

U
の
問
題
と
し

れ
て
き
た
が
、
託
査
役
の
権
浪
と
良
汗
を
判
徐
に
し
、
信
査
の
主
対
性
を
均
！
一
q
ゐ
に
は
、
両
昌
の

HK十
の
が
違
を
杓
い
惜
し
て
お
く
必

E
r
が
あ
る
1
y
u
忠
わ
れ
る
わ

取
締
役
の
業
務
司
打
の
中
」
不
当
が
一
定
限
度
や
認
ズ
る
と
p

吾
川
守
口
己
怠
義
務
J

謀
反
レ
一

L
て
違
法
じ
な

つ」
1
A
h

川、

取
締
役
は
粁
長
判

附
に
つ
い
て
隔
広
U
裁
豆
権
を
有
す
る
が
、

。T

口、
J

F
、
及
び
内
山
む
を
日
和
台
的

']IJ そ
出i0す
弐半~
1し l司
るU；二
v 以
て了 三玉

川る
jむ γヰェ

3ノ、
定
かよ／

' ,, ,. 

ゃ
れ
ノ
打
d

ヤ
ー
ノ
ス
ク
山
科
佐
川
t
f
d

も
今
h
山
町
、
川
門
…
則
的

書
M

引
け
寸
一
義
務
の
だ
象
ー
と
る
、
ゆ
る
市
中
奈
川
耐
仁
具
、
山
内
的
に
い
y

の
よ

よ
な
も
の
が
ヘ
主
主
れ
る
か
が
問
題
y

一
な
る

告
で
以
下
注
ヰ
思
義
務
i

じ

湖、
γ
、
ば
、
攻
締
役
の
川
許
税
さ
か
か
ら
内
部
統
制
、
ン
ぇ

7ム
を
構
築
寸
る
こ
と
が
以
締
役
の

れ
る
と
い
P

つ
点
に
つ
い
て
は
、

L
平
く
か
ら
学
説
に
お
い
て
＋
張

ιれ
て
き
た
的
、
ぞ
れ
が
一
般
的
な
認
識

と
な
り
刈
例
に
採
尽
さ

一
山
い
八
条
二
尽
判

さ
ら
に
〈
U

、
｛
育
刊
の
ん
古
汁
1
仏
の
制
心
に
お
い
て
そ
の
情
後
が
義
務
化
三
」
れ
p
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u
勺
日
お
れ
は
川
町
九
八
条
、
会

ハ
二
条

MURノ
六
号
・
日
υ
ぬ
れ
規
Hr
~ 
、、 J

ニ
の
よ
う
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
ろ
な
矧
ー
半
性
に

関
す
る
事
業
活
動
が
収
締
役
の
台
管
、
止
主
義
務
に
含
ま
れ
て

iLω
か
に
つ
い
て
は
明
維
で
は
な
く
、
そ
の
事
渋
川
動
が
一
般
的
に
必
安

と
認
識
さ

ιる
に

JVK
勺
て
は
じ
め
て
／
）
＼
れ
が
苔
信
行
可
、
表
料
引
の
対
象
に
な
る
♂
に
は
な
か
λ
ご
つ
か
っ
よ

yh
刊
打
」

h
f
り、

草
川
管
注
意
義
務
途

反
の
よ
J
U
i
河一は

ヘ
ム
ロ
世
間
な
令
（
苛
人
）

／
「
〕
て
の

地
位
・
知
識
手
に
お
け
る
般
的
木
々
人

た
か
ぶ
円
か
む
判
断

さ
れ
る
か
ら
で

ー
〕
少
人
が
っ
て
、
長
営
政
、
従
的
ま
た
は
能
点
培
法
を
い
い
い
的
こ
寸
る
経
常
戦
時
や
人
相
中
政
昔
、
及
び
R
＆
D
う
の
よ
う

な
積
採
リ

whT4T主
治
政
に
お
け
る
一
コ
r

ぺ
て
の
山
円
谷
が
f

問
ち
に
常
管
注
意
義
務
こ
し
て
ノ
存
か
れ
Q
Y
手
の
ご
は
な
い
〉
一
町
一
わ
れ
る
υ

こ
の
仇

与事

取
給
役
に
f

吉
ド
け
れ
芯
義
務
違
反
が
あ
る
か
ど
う
か
、
市
町
有
す
る
と
い
う
似
つ
に
が
っ
限
り
、

（山一

査
の
範
直
｛
～
人
同
ま
れ
る
乙
俳
γ
γ
Q
こ
ζ

は
亡
き
は
い
で
あ
J
J
つn

す
へ
て
の
主
議
活
劫
が
司
古
川
↓
性
監

λ

円～、

同ドパ~： ItにJ；十る早合J牝良心あ h カ tこっし この

が
に
J

号
、
円
も
7
1

可
も
な
く
計
十
難
な
心
円
引
い
で
占
め
れ
に
、
変
当
性
は
ケ
リ
ア
す
る
が
、
効
T
f
m
の
面
で
は
物
い
ん
り
な
い
4

／
｝
諸
制
さ

一
昨

れ
る
で
あ
ろ
う
。
要
L
U
J

る
に
、
計
げ
川
の
効
率
性
、
こ
妥
当
吟
の
間
窃
は
具
、
市
司
令
川
工
貨
を
有
寸
る
も
の

向
者
は
配
明
確
に
ぺ
」
刻
、
さ
れ

ノ
ハり〉6

 
5
 

J
 

h
し

υ

判
制
は
ん
H
ま
れ
な
い
と
い
う
一
、
？
と
が
い
一
山
村
人
調
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
て
よ
い
で
J

の
ろ
う
し
こ
う
い
っ
た

ωり
じ
ト
り
す
る
u
、ハ
mL2 、

あノ入
門

M

ヲ

G
4
J
のでみはヘ」ラレパ丘一川、

苔
管
注
広
義
務
と
［
て
角
一
4

か
れ
る
小
J

写
か
T
U

－
か
に
つ
い
と
し
は
似
卓
に
九
時
判
め
る
必
叫
が
お
り
、

少
な
く
と
も
絞

廿
い
政
能
的
ま
た
は
能
率
増
進
u

ど
は
的
と
す
る
憤
林
仙
川
日
事
業
活
引
に
づ
い
て
は
、

ミ排
出 I
ー叫

九空
長総

今、

l!¥9 否
決
tl ，，主
を

C) ＇向
耳Z じ
締て
i支取
の新i
我役
務手ィ

ド
じ
昭
一
任
す
る
方
法
で
判
断
す
る
と
い
っ
た
法
律
梢
成
と
ん
引
っ
て
い
る
の
で
IhYG

コ
い
て
の
考
宍
ー
や
ら
、

監
査
役
一
り
業
務
転
告
搾
以
ι
経
信
心
安
当
牲
に
つ
い
て
の
判
断
は
ム
い
ま
れ
る
が
、

経
宮
（
U
効
z
T
壮
い
に
つ
い
C
の

リ
ヤ
門
前
的
に
は
第
了
斗
説
に
は
ふ
れ
ほ

y
逗
い

こ
な
い
に
同
1
われザ
G

、

、、～
J

、

斗
7
匂
ふ
ぶ

内
部
統
制
、
ン
ス
ネ
ム
の
共
体
的
出
現
の

っ
と
、
エ
ヘ
ー
取
締
役
の
職
併
の
決
行
が
効
－
T

的
に
行
、
わ
れ
る
こ
と
を
統
保
す
る

わ

J
Jや
1

J

日

」

コ

J
L
て

リ
μ
一
r
一イ
V
やは
L
L
μ

’ノ
v
o
y
才
可
！

公
一
川
へ
条
一
二
ハ
、
凶
n勺
・
司
悩
む
川
忠
則
九
八
長

バ
川
（
一
号
、
会
一
ハ

久
人
悶
戊
一
ヘ
号
・
可
制
行



一三

肌

規
w
同一

c
f
u
久
十
点
ハ
一
サ
て
こ
の
体
制
に
は
、
心
取
締
役
が
駄
仲
間
例
行
を
行
、
つ
に
あ
た
っ

r
必
裂
な
子
ザ
刷
会
、
（
決
裁
信
汗
系
統
等
」

斗＇＂

や
職
務
八
H

祐
三
円
川
「
目
、

T
街並
2
0体
制
、
②
収
締
役
心
職
務
執
行
の
ん
一
め
」
必
髪
、
日
一
使
別
人
（
山
一
川
誌
の
過
不
足
な
把
揮
す
る
た
め
一
一
山

ミ
れ
に
l

刈
r
い
】
寸
る
の
は
従
来
で
い
う
一
立
勺
柱
監
十
仇
わ
で
あ
山
。

JJ8
 
日G巳出〉6

 
、jt
 、

体
制
h
十
片
山
悶
す
る
お
山
等

ι

つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
と
考
、
花
、
り
れ
て

し
た
が
ワ
て
、
」
の
規
ー

ιに
つ
い
て
は
、

友
信
で
議
論
ず
る
「
何
日
山
、
げ
の
効
半
性
乙
い
え
ー
も
の
を
確
保
す
る
」
と
を
ぷ
め
る
J
、υ
の
で
は

td
い
と

L

四

日
本
山
は
か
ら
の
不
破

日
本
に
お
い
て
は

九
J
U

凶
可
の
商
法
改
京
で
肢
査
役
に
業
持
叫
院
長
怪
限
が
白
，
1

川
し
た
の

に

そ

の

業

務
k
v
査
権
限
に
持
L
C

山旭川出羽品世間九
V
’Y
二
五
中
性
監
査
引
側
？
聞
か
ら
の
桝
析
が
行
わ
れ
、
低
売
役
の
業
務
監
査
権
限
は
適
法
性
駁
査
に
以
ふ
J

れ
る
と
す
る
考
え

立
が
長
’
f
に
わ
ιー
っ
て
迂
説
的
な
納
付
を
川
、
約
一
に
ふ
さ
た
c

し
か

L
、
前
述
の
よ
う
に
、
へ
け
業
の
億
九
十
注
私
持
を
迫
求
す
る
場
合
、
こ
の

」
フ
仕
分
化
論
で
た
務
取
査
の
一
d
r
f
h
－
を
門
徹
す
る
の
は
現
長
崎
て
は
な
い
と
い

J

の
が
、
長
汗
の
実
務
経
殺
に
某
づ
く
ん
ご
あ
り
、

の
か
悦
限
を
tKF〈
妥
当
性
歌
杏
日
ヱ
一
℃

る
の
が
、
近
時
の
V
J
子
況
の
傾
向
で
あ
ゐ
へ
ー
か
し
、
靴
作
品
江
の
梧
州
民
と
義
高
U
M人
び
台
（
七

は
別
川
閣
に
4
9
ズ
ツ
叫
必
裂
が
め
る
℃
め
？
つ
い
士
な
わ
ち
、

の
義
務
改
ぴ
玄
仔
に
コ
い
て
与
忠
J

ゆ
る
際
に
は
、

取
締
役
の
主
与
l
J
1

バ
叩
ム
花
務
な
い
？
心
配
市
主
義
続
を
奴
介
I

ト？
J

一
＼
こ
れ
ら
♂
表
校
茂
反
の
点
川
知
に
悶
す
る
判
断
J
九
州
ー
と
字
、
よ
U

の
で
は
な

v
！
一
と
民
わ
れ

る
r

安心
W

」
糾
い
同
監
査
レ
｝
い
え
と
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
ら
牝
査
の
領
域
仁
一
局

f
る
乙
と
は
明
ら
ト
で
去
る
が
、
同
時
日
へ
そ
れ
が
限
り
な

の
飼
い
域
ど
の
距
離
を
し
縮
め
て
台
て
い
る
－
と
も
確
か
な
こ
と
で
あ
ろ

な
お
、
一
J

i

ポ
レ
ャ
ト
・
ガ
ペ
ヲ
ン
ス
の
44川
比
例
に
お

の
効
語
性
の
問
川
西
に
つ
い
て
は

の
変
則
刊
の
問
題
と
ぷ
J

異

な
る
涜
ザ
ケ
句
与
一
五
す
べ
き

C
Jめ
る
と
い
う
の
は
前
述
の

で
あ
る
J

現
在
の
作
伴
構
成
か
ら

t
る
こ
、
仲
間
ノ
十
伐
ま
p

は
使
い
何
人
の



職
ル
♂
割
引
に
お
け
る
効
ホ
伎
の
間
尽
に
つ
い
て
以
取
締
役
会
の
判
断
じ
期
待
カ
か
か
っ
て
お
L
Y
＼

パ
ド
）

糾
れ
の
問
題
に
つ
い
て
は
株

i
の
判
断
に
矧
勺
が
か
か
う
て
い
み
が
、

取
締
役
山
職
務
引
刊
行
に
お
け
る
初
中

こ
れ
ら
の
判
断
に
お
し
て
は
i
h
h
く
依
権
者
ャ
従
業
員
等
の
列
守
悶

浜
名
ひ
い
て
は
行
会
の
杭
山
山
が
考
慮
送
れ
て

k
ρ
の
じ
二
な
い
か
と
い
っ
叫
が
久
l

ト
協
の
合
場
で
島
る
す

」山

k
う
仁
考
え
た

ぷ
レ
、
卜
‘
刀
い
ハ
ム
ー
シ
ス
に
お
け
担
同
rr
九
凶
役
の
ド
早
人
リ
権
限
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
ふ
の
議
論
の
方
向
が
主
り
問
池
唯
作
さ
れ
る
よ
ミ
に
思

ー～
L
’J

1
1
2
 

以
ー
を
川
町
ま
え
て
者
え
る
と
、
中
日
公
叶
法
に
お
け
る
内
事
会
怪
限
の
再
検
討
に
符
し
て
は
以

rの
ζ

う
な
不
安
を
位
い
い
る
市

vrr

与事

き
る
。

c
c
h午
の
公
判
渋
川
は
止
で
一
汁
入
さ
れ
た
い
杭
土
代
表
訴
訟
制
え
に
仇
り

子i

叫
ん
）
、
校
給
刊
は
及
ぴ
高
級
管
埼
人
円
買
の

（ 

Zさ、
＂、

対
会
打
青
山
川
け
に
つ
い
て
は
、
味
、
正
公
取
し
い
泊
υ止
が
／
七
わ
れ
る
J

抗
庇
き
れ
る
。
そ
っ
す
る
こ
、
T

h

u

リ
角
的
に
忠
実
義
務
や
勤
勉
義
務

同ドパ~： ItにJ；十る早合J牝良心あ h カ tこっし この

に
潟
す
る
ヰ
叫
ん
酬
が
深
ま
る
と
円
い
わ
れ
る
が
、
収
締
役
及
び
古
J

叶
紋
管
述
人
一
［
は
り
十
ひ
に
監
宣
？
の
走
路
改
ぴ
責
任
の
詫
間
を
考
定
す
る
人
記
ら
ぱ
、

前
川
立
の
日
本
法
い
お
け
る
法
律
情
成
が
ん
孝
志
向
ペ
ド
匂
一

r
y
Q
l
ま
わ
れ
る
c

三
一
ら
に
、

川
本
法

γ
五
げ
る
w臨
ん
日
汁
げ
の
業
務
前
査
技
阪
を
め
く

る
訟
訴
の
品
判
f

刊
か
り
す
る
と
、

的
権
限
仁
つ
い
亡
む
認
識
を
一
八
J

越
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
c

業
務
一
世
告
に
つ

山
V
T刊
渋
に
お
け

p

－d
U
怯
佳
品
川
ん

F
安
中
！
往
来
立
に
一
一
分
化
し
た
？
ん
、
世
川
事
会
し
r
独
止
取
締
役
が
子
れ
ぞ
れ
分
担

F
P
Qと
い
う
孟
在
、
J

ス
ナ
ム
の
γヴ
え

現
実
的
で
は
な
い
と
い
え
る

独
占
取
y
締
役
制
度
に
つ
い
ζ
は、

ん
松
川
崎
の
業
務
辻
ノ
れ
に
K4す
る
効
J
l
性
歌
ん
H
の
視
点

ー？
j
J
1
1

仏、
ノ

｝

t

t

一ー、

ナ｝

11
／
j

か
ら
そ
の
の
区
つ
け
を
主
立
川
〕
イ
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
L

川
河
田
秀
樹
会
刊
誌
の
古
川
一
代
化
こ
）

1
J
7〆
1
1

ガ
ミ
ナ
〆
ス
一
一
一
川
元
信
湘
一
寸

l
ポ
レ
l

ガ
パ
ナ
ン
ス
に
い
じ

y
る
ん
出
民
の
校

初
日
戸
中
l

丸
紅
）
え
打
、

ftぃ
五
年
）
一
一
八
t

凶
ハ
戸
（
）

古

長

田

町

1
1
1
r
A

丹
可
ヤ
］
ハ
レ

l
e
ガ
ノ
」
〆
F

の
民
人
氏
自

u
p一」リ夜一
4
t
z
k抗
日
六
九
日
ヘ
一
ハ
）
〈
〉
山
守
｝
ん
に
片
山

（34
！
と
一
尾
崎
一
五
巾
λ
M
M

か
開
設
人
民
品
川
査
役
民
ん
町
長
牟
ヘ
平
面
改
J
L

心心
π豆
こ
中
心
強
汁
応
昨
査
何
J

な
ロ
ヘ
バ
仕
丹
新
一
い
企
業
続
出
力
t
d向
性
一

商
事
法
J

月
六
九
ム
〕
門
J

一
じ
く
阿
午
～
ド
、
一
同
町
尚
宏
l

火
炎
一
口
出
、
、
し
れ
は

C
C
い
1
v
u人い刊日
E
E
Lヰ
改
定
に
際
l
、
H
ド
RAr
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肌

没
ヵ
川
九
円
瓜
札
口
t
て
問
委
員
会
の
議
論
川
リ
ヤ
で
認
一
認
3
れ

た

し

う

ヘ4
J

日
本
抗
出
に
訓
ォ
ご
一
去
に
↑
法
一
士
る
治
、
日
本
の
会
社
法
こ
の

μrHパ
ナ
め
、
木
ね
で
に
』
囚
ー
を
と
山
本
ま
川
河
オ
フ
ハ
ペ
一
ー
九
九

信
じ
制
定
V
3

れ
γ
公
司
法
I

川
、
ん
ん
九
九
ζ

一二
J
川
2

h

L

一
同
心
わ
た
勾
川
恒
の
改
い
ふ
か
主
主
れ
と
が
、

U
斗
ソ

ζ
ド

4

一一三

π’L
の

改
止
で
は
大
将
JufdJ一
一
〕
一
が
れ
わ
れ
ん
一
「
な
口
、
本
稿
に
お
け
る

1
町
民
事
」
ば

E
本
法
い
の

1
M
H
H
A
V
役
」
仁
相
似
「
ゐ
仁
丹
て
み
町
、
監
事

ム
口
」
は
日
T

ア
店
上
円
引
去
犯
人
山
一
、
あ
一
る
内
一
け
じ
山
内
二
は
日
ー
一
示
上
円
一
執
行
い
は
一
（
ヱ

t
L
J
L
訳
さ
れ
い

L
P
」
と
も
ハ
ラ
い
一
に
知
む
す
る
2υ

の
で
あ
ゐ
品
何
故
管
迎
人
口
は
、
人
ば
け
の
粁
述
、
叫
ん
往
迎
、
財
お
一

uhH者
及
び

i
場
人
口
吐
山
取
締
役
ム
ム
ヘ
リ
J
ユ
市
ぴ
に
全
日
刊
｛
也
J
J
帆

V
定
的
ヲ
ト
匂

そ
の
他
の
1

1

t
北村吉
y

f

公一

i
条
ヨ
」
一
公
司
法

L
t
一
京
事
L

及
川
f

肌
収
束
」
に
一
J
J

い
し
は
、
一
取
恥
花
」
止
ゲ
抹
に
エ
に
ぷ
J

て
引

斗
吐
寸

ω日

斗＇＂

リ
リ
一
斗
年
八
月
ト
ヘ
主
同
人
民
1
人
会
法
律
委
円
、
会
に
よ
り
叫
ん
出
土
さ
れ
た
「
公
円
決
終
日
出
争
案
内
修
正
に
閲
守
る
一
報
パ
口
」
瓜
は
、
独

υ

ぷ
持
役
制
度
に
つ
二
一
以
件
界
の
目
見
カ
設
川
一
ず
討
議

ι京
ぺ
り
で
あ
心
が
ゆ
八
日
一
、
な
お
す
d
M品
川
畑
仕
に
お
け
匂
滞
、
索
治
必
要
だ
F

指
悩
「

,, 
－C

刊
J

、
中
国
の
松
p
l
門
会
社
円
心
＼
一
L

は
ukm
事
交
か
主
ル
持
監
人
い
机
畑
山
J
7
4

行可ツ一
L

さ
訟
に
い
る
が
示
品

十以
f

柄
で
J
M
W広
川
車
内
品
川
山
江
川
村
「
r
人hu託
M
M
M
H
仁
出
川
す
ん
匂
ι品品川明
rh
訓
早
川
叫
す
る
〔

F
1
4
μ
樹
白
川
町
怖
札
J

川川｛
J
訳
「
中
主
人
口
社
去
の
制
定
〆
会
社
寄
与
！
ト
の
留
意
吋
刊
料
。
ノ
ペ
ム
ズ
守
山
ヘ
一
立
七
〔
J

一
ん
え
同
’
）
一
一
江

戸
、
は
、
取
配
役
は
ム
E
U
れ
よ
的
関
係

J
U
I
v

工
、
吾
江
間
係
に
い
五
つ
ご
阜
市
ん
任
者
と
て
長
江
苦
L

な
え
女
社
い
対
玉
仔
を
負
ノ
カ
、
林
総
会
治

会
刊
の
品
工
心
仰
は
1

吋
ご
わ
る
三
め
、
株

τし
紅
白
に
対
士
H
江
を
色
、
っ
こ
い
、
：
一
は
、
〈
パ
辻
に
汁
）
口
江
主
告
（
1

－
v

一
仁
な
ん
ω
と
い
う
一
は
か
ん
、

林
↓
下

f
叫
ん
ど
ど
以
ペ
肌
投
は
恒
三
間
係
に
必
る
併
さ
み
ち
の
L

二
＼
呉
敬
日

2
同

4
代
中
主
制
主
」
U
h
心
社
叶
究
松
諮
問
じ
羽
二
九
止

円ん
1
｝

〕

（

一

円

、

資

飛

竺

巳

剖

1

足
代
企
業
法
人
ム
ι
F
F

ぶ
梢
及
有
問
山
川
町
足
川
光
総
花
一
背
都

P
J
Z
U川
呂
志
ハ
イ
Jf
誠
一
九
九
九
州
十
詰
之
、

則
一
は
、
張
如
均
店
内
務
長
「
J
U
A

叶
治
理
梢
供
与
必
惟
関
係
引
市
川
航
i

豆
長
特
辿
り
子
い
れ
学
肌
一
八
丹
〕
治
則
（

f
ノ
（
一
ゾ
年
）
丸
、
李

治

安

対

d
J

拝
凶
有
十
w
科
医
む
口
机
制
的
思
そ
河
川
r
山
師
範
F
3
1

院
J

誌
へ
ヲ
学
刊
誌
が
守
版
）
一
一
一
ム
同
記
市
切
＼
一
一
一
）
年
｝
↓
一
七
、
八
豆
、

呂
白
子
パ
ー
品
ヘ
ム
斗
什
仙
人
的
点
結
桁
位
三
日
前
約
十
八
札
口
～
武
辺
科
技
、
ヂ
泣
当
初

T
巻
、
ん
六
山
川
｛
一
U

〉
一
－
斗
）
八
一
〆
一
白
地
で
古
ぬ
る
ま
台
、
長

花
り
明
M
M
に
み
る
L

判明ム
Q

る
も
の
と
し
て
、
活
件
関
j
ム
国
河
台
公
司
監
事
人
目
的
民
停
mw、
著
司
会
科
栄
枝
川
川
一
総
第
一
ん

m
f
ヘ
ノ
ハ
一
二

～
2
ハ

反

装

が

あ

る

さ

h
に
幹
事
こ
っ
h
て
、
株
代
表
一
る
車
事
ば
株
主
総
去
に

fyし
た

7
L円
、
注
品
戸
、
代
表
ん
る
』
仕
事
は
い
徒
抄

九
世

攻
。

4
凶
条
二
円
J
J

、
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与事

員
に
刈
v

一世
Hr
ピ
員
、
っ
と
す
る
児
科
し
：
ン
午
、
、
有
砕
清
張
勝
利
「
公
川
出
t
L
ム
山
市
川
川
村
民

h
幾
削
肉
店
的
様
式
一
サ
持
力
研
究
一
い
）
（
ノ
ペ
7
L

I
T
一

一

R
u
pあ
hv
）

（υ
2
4れ
特
定
排
ほ
か
ー
出
品
山
由
〕
山
人
口
約
「
「
山
一
同
定
ν

f
品
川
相
川
侶
判
例
ク
イ
A

ズ
第
ド
ヘ
ナ
ム
〕
号
一
、
一
ー
叫
ん
同
年
一

vH
出
在
位
推
品
川
汽
＝
一
〕

出
品
］
佼
…
夜
中
凶
会
計

fc
の
志
木
的
構
ほ
と
そ
の
検
討
一
判
例
タ
ノ
ミ
ズ
市
へ
十
円
七
サ
（
札
九
凶

ιノ
問
λ
吉一

ヘ（
J

J

t

国
の
い
い
料
h
H

一
会
壮
一
お
け
る
国
有
林
＋
一
心
同
六
笠
的
な
厄
h
r
乙
ぞ
れ
に
伴
、
つ
宗
務
買
r什
ゃ
歌
人
」
心
売
店
」
戸
、
刊
に
て

ι、
川
柏
可
抗
よ
人
ヲ
ロ

に
お
い
て
業
府
恥
〆
什
－
w川
合
は
詮
の
ι
止
に
行
ト
M
f
J
Q
か

凶

γ

［
自
に
お
け
る
日
］
布
川
河
中
間
珂
叫
ん
v
一
素
材
乙
し
て
一
阪
大
渋
川
十
i
lド
一
巻
斗
門
勺
一
一
～
ノ

一

八

九

〕

ム

民

以

t
与
り
尽
き
れ
ず
い

｛
川
一
J
U
U
札
ほ
か
一
一
市
主
化
没
か
臼
疫
不
山
司
長
引
出
品
川
以
内
二
一
日
江
川
一
牧
内
一
円
午
管
一
点
幹
部
F
L
I
U
P

邦
一
九
九
九
年
お
二
町
J

瓦

ー

ぷ

弘

「論
i

八
吾
氏
当
上
市
公
吋
治
河
川
町
構
中
的
民
宇
制
比
小
円
法
千
二
円
）
一
い
J

小
第
十
什
則
八
こ
向
、
は
、
ど
の
法
的
恨
拠
と
7

い
て
（
一
ζ
一
’
L
l

四
円
ず

に
制
定
さ
れ
た
お
記
法
手
羊
げ
ム
M
I

｛
川
、
日
培
心
前
向
い
ト
一
刊
」
八
ヘ
ノ
頁
一

（
っ
～
下
耀
l
i
H

劉
鴻
白
川
「
戸
市
人
民
た
利
回
山
丸
一
円
法
パ
上
、
校
、
十
辛
口
1

（
心
品
川
与
が
「
報
山
ド
版
付
、
九
九
州
ハ
ご
じ
凹
員
、

4
2比
内
川
？
計
指
在
（
ケ
｝

力
仁
川
、
ぃ
古
川
樹
医
針
♂
中
国
ハ
小
、
可
法
服
庄
一
七
会
ご
ソ
丈
拭
同
町
叫
引
い
、
昂
二
板
、
二
ハ

f

一九
1

J

C
八
民
、
徐

A
H

公
バ
法
出
迎

玉
、
律
山
川
版
社
、
九
九
七
2
L
J

二
打
力
一
一
、
李
山
h
一
士
、
持
由
民
J
W
川
「
占
ヰ
ペ
監
事
会
的
何
本
情
説
zM
－
舟
宿
区
半
会
的
士
出
功
桂
「
円
北
一
一
守
f
h
v
仙沼

（
ノ
一
羽
二
一
ハ
ひ
ん
十
一
八
一
日
、
刷
所
不
国
有
A
I
W
X
監
督
机
制
的
法
律
刊
し
制
」

ML字
山
川
守
企
業
改
制
及
犯
行
的
中
、
悼
む
制
」
ヘ
人
民

比
民
山
版
社
、
ハ
）
九
）
半
J

二

J
Z
民
、
院
2
I
I
－
尚
一
サ
甲
車
注
H
P
一
設
務
日
結
成
p
r
J戟
附
二
〉
ハ
）
一
九
第
一
了
一
八
閉
じ
九
二
山
〔

五
、
い
い
い
培
山
川
吉
初
、
hu
「
川
」
ヘ
一
い
U

向八
I

ヘ川
J

セ

dLb
お
砧
責
山
町
・
前
拘
注
一
山
）
八
百
、

H
K
m川
仏
町
一
民
；
建
立
以
主
事
、
抗
争
制
民
的
法
律
思
ワ
一
ん
へ
い
作
士
一
世
7
%以
ド
在
日
品
川
百

四
川
円
ハ
J

（J
F

一
七
ゴ
八
、
必
完
市
一
前
夜
回
一
公

4
1川
市
山
弘
子
会
紋
格
的
i

ん
古
川
市
h
H
G川
活
環
幹
部
主
主
T
戟

人

U

昨
日
同
一
と
～
ノ

ム7

一
六
男
、
江
市
l

H

ト
ト
凶
止
、
L
h一
桐
「
最
新
公
司
法
川
解
づ
適
用
』
一
人
民
去
脱
出
版
社
、
一
」
ハ
パ
ノ
六
i
」
二
円
一
門
J
C

王
似
刻
、
ょ
ー
雨

～
公
札
一
一
市
仲
件
以
附
句
小
油
精
〉
古
川
公
寸
法
修
改

ltk末
比
誌
栢
｝
？
じ
人
民
利
丈
I
m
？
円
汝
十
、
一
U

〉門
h

斗
）
一
7
1

白
一
端
牲
は
か
｝
も
、

川
人
約
J
R

一
中
日
誌
で
は
ん
r
同
い
一
）

f
！
ハ
条
り
を
司
問
係
に
関
す
る
説
r疋
／
乙
追
弔
す
る
L

1

1

ノ
条
文
ど
に
は
げ
る
｝
τ
r

ど
公
司
沃
改
芸
人
と

し
て
北
京
L
て
い
る
い
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一三

肌

戸
口
、
公
川
江
出

J
W

川
惇
訂

γ
系
人
六
条
戸
｛
よ
い
取
締
段
、
古
川
川
町
清
河
へ
は
及
び
目
下
山
h

恒
義
誠
実
ヘ
リ
ポ
則
に

ν
た
が
っ

f
特
権
ι
’
’
品
川
〕
な

け
れ
ば
い
公
ら
な
い
と
胤
戸
川
市
一
臥
汁
ら
れ
て
と
が
、
そ
の
ん
恨
の
ー
や
修
て
山
村
除
々
れ
に

一日～

R
i出
一
γ川
蝉
山
市
人
民
日
ハ
円
松
岡
川
人
約
一
六
一
一
さ
？
？
い
、
一
J
コ（
l

一
年
戸
一
一
パ
ゴ
F
J

－
い
川
一
銭
川
日
1

君
、
事
的
E
1
4
＋
伏
脅
」
式
部
2
政
v
子
町
宇
和
九
五
〕
第
川
二
一
ハ
〆
ハ
ノ
三
公
一
立
二
円
、
討
結
「
公
円
中
小
山
主
主
義
務
j
中山
yp

手、＋此

帯
主
出
較
J
民
附
句
一
〉
〈
）
年
前
日
町
人
口
、
山
県
松
1

正
一

ι
川市4
E士山手同日
h

構
成
白
人
民
司
注
一
ハ
）
〈
〉
山
守
第
一
昨
v
r
i
円、

u
円
、
紀
ほ

か
、
下
端
一
部
公
叶
凶
併
」
一
一
上
両
｝
司
会
引
ザ
尚
出
以
引
、
ノ
♂
、
五
年
）
一
二
氏
、
渋
川
4
、
で
縦
一
新
公
叶
法
払
い
訓
敦
対
一
（
中
日
L
uぺ
出

版
社
、
仁
一
寸

4
）
ニ
ハ
ム
江
」
円
、
徐
靖
新
公
パ
J
A
以
降
伊
沢
伊
パ
F

一
中
凶
ド
ム
問
中
川
版
社
、
一
一
一
に
五
年
一
二
一
一
民
、
宮
地
問
ほ
か
一
公

J
1且
ム
ア
川
内
主
義
務
仇
俳
人
口
刊
む
い
凶
行
J

利
法
（
〔
一
六
咋
免
H
d

一
問
二

ι白
、
向
仁
口
三
日
f

円
主
事
山
手
六
一
説
持
一
M
U
究
一
集
戸
料
治
以
川
党
総
純
一
八

え
問
問
ヘ
ハ
ノ
一
ハ
ノ
一
六
年
一
ハ
い
二
古
川
C

戸川）

l
函－
M

m
門
会
社
法

i
c
u
t査
制
度
川
河
タ
f
二
八
八
日

u
h
d

一

λ
九
何
年
一
六
五
店
c

芯
村
ム
川
p
t

～丈一ロギ－
M
一
町
内
会
社
法

人
門
（
口
だ
ん
MUIλ

川
下
干
辻
、
ん
ん
へ
と
F

七
貞
一
同
己
手
法
一
で
も
、
司
己
臼
刀
前
釈
J

な
さ
れ
て
い
る
ι

－印

J
4
4
一件山、
υ
公
ト
「
出
～
は
、
区
中
生
は
閃
直
間
同
州
L

を
H
い
て
た
什
の
利
八
川
を
ハ
民
吉
し
、
ば
な
っ
F
、
と
の
丸
山
疋
に
浸
」
何
人
し
と
ん
百
社
に
品
…

古
中
／
一
ワ
ペ
～
よ
ね
恨
む
に
は
賠
償
立
と
や
パ
ぇ

ιす
と
規
J

守山い
μ

長
け
ら
れ
て
し
勺
ぷ
一
之
さ
い
公
寸
法
治
手
前
時
計
一
常
茶
に
一
閃
す
る

A
明
二
一

「山）

5
は
、
民
事
件
寸
ぷ
「
川
河
芭
剖
係
を
出
い
マ
会
社
刊
侃
〆
一
院
竹
内
九
可
る
し
一

γつ
山
辺
出
に
刈
う
／
、
仕
ム
主
力
、
1
R
J
か
り
〈
1
J山
ν
要
望
に
よ
わ

h
w
i
A
混
む
が
川
了
人
刊
さ
れ
た
こ
い
よ
な
お
、
悶
直
問
N
m
L
μ

は
、
ム
バ
付
（
υ支
配
株
十
丁
、

4
r人
の
亨
配
杵
e

取
約
花
、
防
事
及
ぷ
品
紋
付
吾
川

人
去
と
こ
れ
ら
の
高
が
泊
設
立
た
ば
開
設
的
に
ー
ん
肘
し
亡
い
る
〈
h
業
問
の
は
同
…
係
υ
戊
び
〈
パ
辻
円
引
い
仰
の
移
転
げ
し
も
た
つ
す
ぜ
”
の
あ
る
七
の
引
の

山
係
刀
」
乙
で
あ
る
F

一一に
J

、
凹
不
支
配
の
企
主
到
の
聞
係
は
ご
れ
に
日
〆
な
し
一
公
二
一
七
条
凹
ー
さ
）
山
下
L
J
l
F事
が
ん
バ
引
川
河
川
口
に
介

入

L
て
い
る
ー
と
い
号
出
同
し
』
「
が
J
ん
じ
て
し
る
こ
r
r
L

か
ら
す
る
と
、
主
事
の
＋
3
fヘ
義
務
は
A
括
的
記
」
一
。
け
po
ゃ
れ
一
γ
見
な
し
措
置
1r
い
え
る
て
忠

斗＇＂

yへ

' 

－
前
川
）
悔
慎
夫
「
仲
一
代
八
吋
八
円
台
阿
片
品
構
規
淀
ト
吐
作
一
端
、
協
同
収
”
一
山
l

同
法
制
山
版
社
、
コ
コ
年
J

万
円
一
人
民
、
劉
慢
正
「
股
ハ
i
q印
八
三
川

持
土
礼
性
的
保
護
」
ヘ
J
r
作
仙
波
子
、
九
九
「
〕
刊
一
一
一
一
一
円
、
静
押
一
八
九
J

立
ど
で
一
持
及
丈

f仏
八
六
涯
諮
問
山
宇
一
一
〉
〈
〉
ム
、

4
治
一
可
》

五
川

H
C
L
U樹
凶
作
創
14e
削
掲
注
ヘ
ワ

日

一J
八

一

v
t
f、
、
古
来
紀
八
小
、
白
色
申
制
度
構
成
論
一

l
L
E
て戸、
ρ

パ
F
、
士
、
一
一
、

r

；＋
r
A
L
Z
千平

4
1
H
ι
ど

し

二

r

f

ぷつ－

!){ j、d;''/'):,6 lつ90) 9，ヲワ :::ocG' 11 



与事

l

p

U

、
L
h川～
K

子
市
山
予
対
公
叶
ア
よ
H－h
r
A
d

武
“
手
交
げ
刊
利
札
代
人
学
学
部
汀
止
ム
↑
利
f
s版
、
一
二
右
守
山
町
、
ノ
F
u
r
－
住
）
川
一
文
、

原
理
ロ
叶
昔
日
福
山
＼
灯
｝
凶
囚
豆
、
山
手
梅
去
い
収
非
寸
日
撚
公
7－
主
－
苧
信
義
義
政
山
内
初
球

L
t南
米
川
範
λ
八
ナ
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